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本報告は、関西大学の宮田りりぃ氏と行った、関西の女装者コミュニティへのフィールドワーク、および関 

係者への聞き取り調査から、当事者たちの生きづらさや抱えている問題が一体どのようなものであるのか、 

また、そうしたことがらがなぜ社会問題化しないのかについて論じるものである。スティグマ、セクシュア 

ル・ヘルス、アウティング、アイデンティティや自己物語、コミュニティの特性といった観点から考えてい 

きたい。 

 
 

 
 
 

（上智大学総合人間科学部社会学科 准教授） 

石井 由香理 氏 

話題提供 

お問い合わせはセンターまで https://www.omu.ac.jp/orp/rchr/ 

 

無料 

11月２2日（水） 
 

午後１時～３時 
 

オンライン開催  定員 100 名 
事前申込・先着順 

 

 

参加希望者は人権問題研究センターのホームページお問い合

わせフォームより前日正午までにご連絡ください。  

折り返しオンライン参加に必要な情報をお知らせします。  

（https://www.omu.ac.jp/orp/rchr/contact/） 

定員に達し次第締め切りとさせていただきます。  
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